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クレーム対応の最先端「スクールSOSA」
学校向けクレーム対応支援サービス提供開始
「最先端のクレーム対応支援サービス」を提供する「日本アイラック株式会社」と「日本アイラックセールスアンドマネジメント株式会社」は、学校向けのクレーム対応支援サービス「スクールSOSA」をリリースいたします。

「スクールSOSA」は、1年365日（年末年始を除く）学校に数多く寄せられる難題なクレームに対し、的確な対応方法を学校に提供するサービスです。

「スクールSOSA」は、多くの上場企業に採用いただく、企業向けクレーム対応支援アウトソーシングサービス「C-SOS」で培った、対応ノウハウを学校向けにカスタマイズしたものであり、「C-SOS」の実績に基づいた、独自の先端ノウハウをご提供致します。販売は2011年9月23日から開始、利用料金は年間10.5万円～(消費税込み)です。
■モンスターペアレントが学校を混乱させる
　
尾木ママの愛称で親しまれている教育評論家の尾木直樹氏の著書「バカ親って言うな！モンスターペアレントの謎」（角川書店）によると、「学校現場においては、２００３年頃から、あまりに非常識な親のことを「モンスター」と呼ぶようになっていました。また、両親揃って学校にクレームをつけてくるような場合には「ダブルモンスター」として、さらに危険視しています。」と記載されています。

その頃から、一部の保護者のクレームがエスカレートし始めており、現在では、「モンスターペアレント」という言葉が一般化するなど、学校現場においては、過去に類のない問題に悩まされる状況が続いております。

それらの問題は、個別に収まるものばかりではなく、時には学校全体への問題へと発展し、他の生徒の教育にも影響を与えかねない状況になっています。
■悩める先生を救いたい
モンスターペアレント問題が顕在化することになった代表的な事例として、学校給食の給食費未納問題が取り上げられますが、「学校給食費の徴収状況に関する調査の結果について」（平成２２年１２月１日　文部科学省）によると、未納の主な原因についての学校側の認識としては、「保護者としての責任感や規範意識の問題」という回答が53.4%と最も高く、また、未納の場合の対応者が「校長、教頭」が69.5%と最も割合が高くなっています。
つまり、この給食費未納問題が代表するように、学校と保護者との関係として、過去は規範として守られていた暗黙のルールが崩壊しつつあり、さらに、学級担当者だけでは解決できない問題が、顕在化し始めているのです。
　そこで、「日本アイラック株式会社」と「日本アイラックセールスアンドマネジメント株式会社」は、このような状況に頭を悩ます先生方を救いたいと考え、「スクールSOSA」のサービスを開発いたしました。　
「スクールSOSA」は、多くの上場企業にも採用いただいている、クレーム対応支援アウトソーシングサービス「C-SOS」で培った、対応ノウハウを学校向けにカスタマイズしたものです。
過去13年間の実績に基づいた対応ノウハウを元に、個別のクレームについて先生からの相談を受け付け、具体的な対応方法を提供する最先端のクレーム対応支援サービスです。
■一層の複雑化が予想されるモンスターペアレント問題
最近の事例としては、福岡県内の中学校に通う息子が教諭から体罰を受けたと因縁を付け、母親と知人の男が学校側から金を脅し取ろうとした事件や、埼玉県の市立小学校の女性教諭が、担任をしている女子児童の両親から再三嫌がらせを受け不眠症になったとして、両親に５００万円の慰謝料を求め、さいたま地裁熊谷支部に提訴した問題などがあげられます。

いずれも、学校内だけでは解決できないレベルの問題であり、モンスターペアレント問題が複雑化していることがわかります。
問題が収束せずに深刻化していくことは、学校運営の大きな損害となるため、早期解決するため事前の対策を準備することが大切です。

しかし現状学校では、学校内で独自に先生方へ教育を行うか、問題が深刻化してから警察や弁護士に相談するしか方法が無い状況であり、早期解決のための対策を講じることが難しい状況に置かれているのです。
■早期解決のために、企業向けクレーム対応で培ったノウハウを提供
日本アイラック株式会社では、過去13年、企業向けクレーム対応支援アウトソーシングサービス「C-SOS」のサービスを提供しており、その間、約150万件の事故、苦情、クレームの対応を行った実績を持っております。
　その経験の中で培われたノウハウとして、5つの基礎技術と、4つの応用技術を開発致しました。中でも重視しているのが、クレーム発生時の初動の対応技術です。

　クレーム対応では、どんなに小さな問題であっても、初動の対応を誤ってしまうと、問題が深刻化し、解決が難しくなってしまいます。その結果、警察や弁護士に依頼をしなければならないほど、大きな問題に発展してしまうのです。
一方で、クレームに的確に対応するための技術を習得するためには、一般的に長期間のトレーニングと実戦経験が求められます。

日本アイラック株式会社は、豊富な知識と経験をもった専任スタッフが対応し、解決困難な案件は、各々の専門家を加えたチーム編成により対応します。
■我々の願いは学校運営が円滑になること
このように、今後いっそう複雑化が予想されるモンスターペアレント問題に、学校内だけで対応するには限界があります。
また、先生が一つ一つの対応方法が異なる問題に独自に対応していくことは、多くの時間と労力が必要となり、本分である教育にかける時間が減少してしまいます。そのような状況を避けるためにも、プロのノウハウを活用することが必須となると考えます。
「スクールSOSA」は、クレームを処理するという発想は持っておりません。学生にとって学校生活は、小学校は６年、中学校・高等学校は３年と長期間続くものであり、良い教育を受けるためにも、円満に解決することが最も望ましいことです。
我々は、問題が収束するまで徹底してサポートすることで、先生方が安心して教育に集中していただく環境づくりのお手伝いをしたいと考えております。
結果として、学校運営が円滑になっていくことが我々の願いです。
■サービス概要
・対象となる学校
小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校 ・ 短期大学 ・ 大学 ・ 大学院 ・ 専門学校 ・ 各種学校

・加盟金と年間利用料
加盟金

：　１０,５００円（税込）
／ １事業体　（初回申込時のみ）
年間利用料
：１０５,０００円～（税込）
／ １施設　（初年度・次年度以降）

・ご提供サービス
学校様専用の「苦情・クレーム相談ホットライン」を設置。１年３６５日（年末年始を除く）１０：００～２２：００の時間帯にクレームの対応について相談を受け、収束に向けた対応方法をご提供します。
※加盟者からのご相談に対応します。（申立者との直接対応はいたしておりませんのでご了承ください。）
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【プレスリリースに関するお問い合わせ先】 �日本アイラックセールスアンドマネジメント株式会社


担当：地村 健太郎


TEL：03-5367-0161　FAX：03-6893-1092


MAIL：press@claim-sosa.com


（メールでのお問い合わせは、上記URLのお問い合わせフォームよりご連絡ください。）

















